様式10　（新生児聴覚スクリーニング検査未実施医療機関用）

赤ちゃんの耳のきこえ(聴覚)の検査について

－保護者の方ヘ－

生まれてきた赤ちゃんの健やかな成長はみんなの願いです。

しかし、生まれてくる赤ちゃんの 1,000人のうち 1～ 2人は、生まれつき耳の聞こえに障がいを持つと言われています。

その場合には、早<発見して適切な援助をしてあげることが赤ちゃんのことばと心の成長のためにはとても大切です。

当院では「新生児聴覚検査」は行なっておりませんが、ご希望される場合は、行なっている医療機関のご案内をいたしますのでご相談<ださい。
検査を受けられる場合は、出生後2週間以内の受診をお勧めしています。
☆「新生児聴覚検査」とはどんな検査ですか？

検査の方法は2種類あります。

１．自動聴性脳幹反応 (自動ＡＢＲ)

赤ちゃんが自然に眠っている間に、刺激音を聴かせて脳から出る微弱な反応波を検出し、正常な波形と比較することにより、自動的に判定を行う耳の検査です。数分間で安全に行える検査で、赤ちゃんは何の痛みも感じませんし、副作用もありません。また、薬も使いません。

検査結果は「パス（反応あり）」 あるいは「リファー（要再検)」のいずれかになります。

２．耳音響放射 (ＯＡＥ)

赤ちゃんが自然に眠っている間に、耳に音を入れた際に、内耳から小さな音が放射されてきたものを記録するものです。数分間で安全に行なえる検査で、赤ちゃんは何の痛みも感じませんし、副作用もありません。また薬も使いません。

検査結果は「パス（反応あり）」 あるいは「リファー（要再検)」のいずれかになります。

☆費用はかかりますか？
新生児聴覚検査（初回検査）は公費助成を受けられます。市町村の窓口でお配りした「新生児聴覚検査受診票」を､検査を受ける医療機関へ提出して検査を受けてください。

一部の医療機関で公費助成額との差額をお支払いいただく場合がありますので､受診する医療機関にお問い合わせください。
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